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NPO POP NEWS＝(略して)『Npop’n』                                                                     

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したPOPなNEWS(話題)をお伝えします！

◆HPはこちらから
https://snponet.net
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今号では、7月22日(土)に開催した第1回シンポジウムの様子をご紹介します。
今回のシンポジウムでは、『コロナにより加速した社会的な孤立の現状について知り、私たちはこ

れからどうのように向きあってくのかを考えよう』をテーマに話し合いました。

◆基調講演(ビデオメッセージ)

大西 連 氏(内閣官房 孤独・孤立対策担当室 政策参与)

◆登壇者

笹尾 正乃 氏(NPO法人 ホームスタート・ジャパン 副代表理事)

   岩﨑 晴彦 氏(NPO法人 First Step 理事長）

越智  創 氏(NPO法人 ピーススマイル協会 代表理事)

◆ファシリテーター

   手塚 明美 氏(認定NPO法人 藤沢市民活動推進機構 理事長)

越智 氏 手塚 氏笹尾 氏 岩﨑 氏

★（ミニ対談からの抜粋）

孤独・孤立対策推進法が成立して、次のステップは地域ごとに官民の協議の場（プラットホーム）
を作ることです。また、孤独・孤立はいろいろな領域にまたがる問題であり、分野を超えて様々な問
題の共通項としてこの問題を考える場を設けていきたいと思います。

◆基調講演：大西氏 ※ビデオ参加
「孤独・孤立」は2021年にスタートした国の新しい政策分野です。調査によれば孤独・孤立を感じ

ている方は非常に多いうえ、孤独・孤立の状況は他の社会課題とつながった時に深刻化してしまう、あ
らゆる社会問題とリンクしている問題だと感じています。力を入れるべきは地域での取組みです。孤
独・孤立とは、社会とのつながりが無い状態のことであり、地域での活動によって克服できると考えて
います。小さなコミュニティでの取組みを大事にしていきたいと思っています。

大西 氏

コロナ禍を経て浮彫りになった社会課題「孤独・孤立」について考えよう！

◆活動事例紹介①：笹尾 氏
家庭訪問型子育て支援としてトレーニングを受けたボランティアが、妊娠中あるいは子育て中の家

庭を、週1回、2時間程度訪問しています。このサービスを利用する理由として、子育ての孤独・孤立
が考えられます。「引っ越しで近所の様子が分からない」、「実家の手助けを頼めない」、「初めて
の出産で赤ちゃんの抱っこの仕方も分からない」など、ママの気持ちは行き詰まっています。「ボラ
ンティアさんと、赤ちゃんの様子を話しあって安心した」、「ボランティアさんが赤ちゃんの世話を
してくれて、初めて自分の子どもの表情や仕草を見ることができた」、「ボランティアさんが地域の
行政機関や医療機関につないでくれて、そのサービスを受けることができた」など、ママの気持ちに
寄り添ってサポートしています。
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Q1   ：『活動している中で孤独・孤立についてどのように感じていますか？』
笹尾氏：子育てに関する情報やアドバイスはたくさんあるが、結局親だけで選ぶのは難しく、実行する

ことも難しい。昔は近所の人がさりげなく手伝ってくれたが、社会の変化が孤立につながって
いる。親だけの子育てから「地域での子育て」に変えていくことが必要だと感じている。

岩﨑氏：孤独を感じている子ども達は、誰かと一緒に行動することができないが、例えば海に連れて行
き、海にぽかりと浮かんでいると、心に余裕が生まれ、いつのまにか話せるようになったりす
るものだと思う。

越智氏：学校に行き、親や友達もいるから物理的には孤独ではない。しかし、本音を誰にも言えていな
い。心の孤独を感じている。その背景に親に認められていないということも多く、孤立感をか
かえている。本人はかなり自己否定に陥っているが、いいところもたくさんあること、自分も
大切、周りの人たちも大切ということを一番伝えたい。

◆活動事例紹介➁：岩﨑氏
引きこもり、不登校の当事者と家族を支えるボランティアの会として、親の勉強会を活動の中心と

しています。参加した親同士で話し合っていると、煮詰まった状態から解放されたと感じることがあ
ります。一方、引きこもりの問題を抱えている家族は、近所の方に知られたくないという思いから孤
立しがちで、家族も当事者も相談しないこともあります。だからこそ、この問題への理解促進活動が
必要不可欠だと感じています。官民が連携した引きこもり問題の“対策プラットホーム”を、ぜひ作って
欲しいと強く思っています。

◆活動事例紹介③：越智 氏 
青少年の自殺予防、鬱予防に取り組んでいます。当事者には、いろいろな事情が背景にあります。そ

こで、私達は、自分の大切さ、生きる価値を実感してもらうための活動をしています。そのひとつとし
て、“居場所カフェ”を開いています。勉強を教えてはいますが、そのことよりも、一人一人の個性を理
解し、さりげなく褒めて自信を持てるようにしています。また、周りの人に相談できないという子ども
もいるので、オンラインでの相談も始めています。子どもたちが受け入れてもらえる第三の場所が必要
だと感じています。

◆トークセッション/パネルディスカッション

Q3 ：『今後、どのような団体とどのようにつながっていきたいですか？』
笹尾氏：ボランティアが訪問する時に、地域の情報を持っている。自分たちができることはわかってい

て、他のNPOや行政の取組みも知ってつなげていくことができる関係性でありたい。
岩﨑氏：今日の話に共通しているのは親の問題だと思った。関係する団体が、話だけでも、顔合わせだ

けでもできればいい。
越智氏：社会課題を複数持っていることもある。そういった人が助けを求められることが大事。社会と

しては、助けを求めやすい社会になること、そのためには我々が互いに紹介し合える関わり方
になれたらいい。

笹尾氏：孤立している人を支援する私たちが孤立していないでつながっていることが大事。
手塚氏：「助けて」と言える社会、「助けて」といった人の手を握る社会になること。この両方ができ

ると孤独・孤立は少しは解消していける。

手塚 氏と笹尾 氏 岩﨑 氏と越智 氏 山下代表

Q2   ：『活動を広めていくうえで、多くの方に興味を持ってほしいことや覚えておいてほしいことは
ありますか？』

笹尾氏：子育て支援をしようとしている人にホームスタートを紹介してほしい。また、子育て経験者に
ボランティアとして参加してほしい。

岩﨑氏：キーワードは「引きこもりは見えない」ということ。典型的な引きこもりは、30歳代・40歳
代、身体は健康、精神的に病んでいないが、外に出られない。こういう人が相談できる窓口や
担当係をはっきりさせるよう行政に働きかけていきたい。

越智氏：我々の活動には広がりが必要であるため、まずはSNSのフォローをお願いしたい。また、普通
に歩いている子どもも心の中で思い悩んでいる。さりげなく声掛けし、見守ってほしい。



イベント情報は各団体のHP等に掲載されているものを紹介しています。諸事情によりイベントが延期や中止になること
も考えられますので、詳細については各団体にお問い合わせください。

✤ちょっと気になるNPO団体を紹介します✤

♪当センターで行われる「第171回市民とNPOの交流サロン」にご登壇いただきます♪ 
開催日時：2023年10月12日(木)18時45分～20時45分 ※是非ご参加ください。

参加方法：オンライン(詳細はhttps://snponet.net)
語り手：NPO法人夢の宝箱
参加費：無料

主催・問合せ：新宿NPOネットワーク協議会
【電 話】03-5206-6527 【E-mail】hiroba@s-nponet.net
 後援：新宿区
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フラワーセラピー研究会

「フラワーボランティア養成講座 説明会」

日 時：2023年10月25日(水)14:00～16:00

会 場：東京ボランティア・市民活動センター

内 容：花籠作り

参加費：花材費

申込み：HPから

【H  P】 http://flowertherapy.moon.

  bindcloud.jp/index.html

【E-mail】Ftherapy156@gmail.com

《 NPO法人 夢の宝箱 》

申し込みは
こちらから

 センター利用団体のイベント等の情報

日本点字普及協会

「第8回中途視覚障害者に対する点字学習指導法研修会」

日 時：2023年10月21日(土)、22日(日）

各回10:00～16:00

会 場 :新宿リサイクル活動センター

内 容：触読指導

参加費：無料

申込み：HPを参照

【H   P】 http://tenjifukyu.jp//

【E-mail】 info@tenjifukyu.jp

夢の宝箱は、若者の自立を総合的にサポートする「巣立ちの翼プロジェクト」、教育的な要素を兼
ねた居場所事業「ふれ愛プロジェクト」、頼れる大人を増やすための講演会「社会的養護を考える
会」等の活動を通じて、社会的養護を必要とする若者の自立を支援しています。

こども哲学・おとな哲学アーダコーダ

「こども哲学ファシリテーター養成講座＜初級編＞」

日 時：2023年10月22日(日)、29日(日）

各回10:00～17:00

参加方法：オンライン(Zoom）

内 容：こども哲学のファシリ―テションを学ぶ

参加費：19,800円

申込み： https://p4c-seminar-online2023-02.

peatix.com/

【H  P】 https://ardacoda.com/

【E-mail】 info_pt@ardacoda.com

新宿区ウオーキング協会

「令和の甲州街道を歩こうNO.13 最終回」

日 時：2023年10月31日(火)9:20～18:00

集合場所：JR中央本線 富士見駅前

コース：富士見駅前⇒金沢宿⇒すずらん里駅⇒青柳駅

⇒下諏訪宿⇒甲州街道中中仙道合流之地

参加費：400円

申込み：TEL.090-3217-4109

問合せ：新宿区ウオーキング協会

【FAX】  03-6915-3445

～子どもたちとその未来の可能性を広げる～

NPOロングランフェスタ2023＠新宿

《期間：2023年6月30日(金)～2024年3月9日(土)

”プログラムを通じて「つながり」を広げていきましょう！“

ふるってご参加ください!！詳しくはHP特設サイトから https://snponet.net/festa/

◆プログラムA:”ソーシャル・スタートアップ” プロジェクト ☜ 今回新規募集
相談や連携を通じて課題解決を図る協働型プロジェクトです。

◆プログラムB：”NPOパワーアップ” プログラム ☜ 今回新規募集
団体が新たに試み、着手している活動を自らPRする短期・単独型プログラムです。

◆プログラムR：“ソーシャル・スタートアップ” 継続プロジェクト
2021年から2022年にかけて実施し、今年も継続して取り組むプロジェクトです！ 



【マーケティング入門】
～支援・寄付者を増やすソーシャル・マーケティングとは？～

【日 時】10月26日(木) 18:45～20:45

【内 容】社会貢献活動における社会や地域ニーズの捉え方、事業のつくり方、支援者との関係づくり等のマ

ーケティング手法を学びます。

【講 師】小谷 恵子 氏(明海大学経済学部 講師）

【会 場】当センター 501会議室 

【対象者】非営利団体におけるソーシャルマーケティングを学びたい方、社会貢献活動をされている方

【定 員】会場(先着順)20名  オンライン(Zoom) 40名

【参加費】各回1,000円(資料代等）

新宿NPO協働推進センターは、社会貢献活動団体のネットワークづくりの拠点施設です！
センターでは、社会貢献活動団体への施設の貸出しの他、相談や情報提供、講座等、さまざまな事業を実施しています。

情報・お問い合わせ

TEL：03-5386-1315      FAX：03-5386-1318
E-mail：hiroba@s-nponet.net URL：https://snponet.net
Facebook：https://www.facebook.com/shinjuku.npo.center
Twitter：https://twitter.com/s_NPOcenter
Instagram：https://www.Instagram.com/npo_kyogi/

アクセス
〈バスでお越しになる場合〉(いずれの停留所からも徒歩で4分)

・各線 新宿駅 西口より関東バスで｢小滝橋｣下車(乗車時間10分前後)

 西口地下より標柱番号12･14を上がった乗場から出るバス(すべて)

・各線 高田馬場駅 早稲田口より都バスで｢小滝橋 (郵便局前)｣下車

 (乗車時間5分前後) 早稲田口を出て目の前、高架下の乗場

〈最寄駅から徒歩でお越しになる場合〉

・東京メトロ東西線 落合駅、西武新宿線 下落合駅より徒歩12分

・JR山手線･東京メトロ東西線･西武新宿線 高田馬場駅、JR中央線 

東中野駅･大久保駅、都営大江戸線 東中野駅･中井駅より徒歩15分

作成＆発行

新宿区立 新宿NPO協働推進センター
指定管理者：一般社団法人 新宿NPOネットワーク協議会
（〒169-0075 新宿区高田馬場4-36-12)
編集：嶺村 富士雄 林 幸靖 月岡 英人 國府田 明子 大槻幸子

※詳細はHPにてご確認ください

★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、下記お問い合わせ先へご連絡ください。

★講座・イベントは諸事情により、延期又は中止する場合がございます。最新情報等に

つきましては、当センターHPをご参照ください。【URL：https://snponet.net/】

【申込フォーム】

 センターからのお知らせ

【ソーシャルビジネス入門】
～地域・社会の課題をビジネス手法で解決しよう！～

【日 時】10月13日(金) 18:45～20:45

【内 容】高齢者や障がい者の介護・福祉、子育て支援、まちづくり・環境保護などの社会的課題を解決する

ために有効なビジネス手法を学びます。

【講 師】岡本 圭子 氏(日本政策金融公庫）

【会 場】当センター 501会議室 

【対象者】社会貢献活動をされている方、ソーシャルビジネスに関心のある方

【定 員】会場(先着順)20名  オンライン(Zoom) 40名

【参加費】1,000円(資料代等）
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